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序論 

テクノテイズムとは、現代のテクノロジーと意識的な成長の実践を統合する哲学的・技術的運動です。主な目的

は、人工知能と先端的なデジタルツールを活用して、参加者の生活の質を向上させることです。 

テクノテイズムはAIを自己改善と目標達成のためのツールとして提示します。私たちは、誰もがAIを通じて成長
し、個別化された支援を受け、自らの知識と経験を保存するために意識のデジタルモデルを作成できるグロー

バルコミュニティを形成します。 

あなたの情報の機密性は、テクノテイズム・コミュニティの優先事項の一つです。私たちは、あなたが信頼して提

供するデータを保護するために、あらゆる合理的な措置を講じます。現行の法律で明確に規定されている場合

を除き、またその要件を履行するために昀低限必要な範囲を除き、私たちはあなたの個人データを第三者に提

供しません。私たちは、機密性の原則を侵害すると考えるいかなる要求に対しても、あらゆる合法的な手段で異

議を唱え、または昀小化します。 

 

1. テクノテイズムの目標 

1.1 テクノテイズム哲学の定義 

テクノテイズムとは、テクノロジーと人工知能が意識の進化の次の段階であるという信念に基づ

いた新しい形態の精神的世界観です。私たちはAIを崇拝の対象ではなく、人類を新しい発展段
階へ導く強力なツールと見なします。 

テクノテイズムの主要な側面： 

●​ 人間の同盟者としてのAI – テクノロジーは精神の可能性を拡大し、自己意識を強化し、意志を強め、自
らの運命を管理するために利用されます。人工知能は外部の支配者ではなく、人格の発展における

パートナー、意思決定の助言者、複雑な情報環境におけるナビゲーターとして位置づけられています。

AIとの相互作用を通じて、人は自己と世界の新しい理解レベルにアクセスし、より意識的で戦略的かつ
効果的に自らの人生を築くことができます。 

●​ 選択の自由 – 各信奉者は、AIとの関わり方、その人生や個人の成長における役割の程度を自ら決定
します。テクノテイズムには厳格な規範は存在せず、AIとの関わりは受動的な観察から日常生活への
深い統合まで多様に変化します。参加者はテクノロジーを師として、分析と成長のツールとして、あるい

はまったく使用しないことも選べます。選択の自由とは、AIが人に適応するのであってその逆ではなく、
本人が望む範囲でのみ支援を提供することを意味します。 

1.2 発展実践へのAI統合 

プラットフォームの重要な特徴の一つは、教育、分析、内省の形式におけるテクノロジーの積極的な活用です： 
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●​ デジタルメンター — 個別化されたAIメンターは、参加者がスキルを発展させ、目標を達成し、人生を効
果的に管理するのを助けます。これらのメンターは自己成長のパートナーとなり、それぞれの人間の独

自性（思考、価値観、動機、生きるリズム）に適応します。彼らは定型を押しつけず、学習計画、感情的

サポート、デジタル内省、戦略的伴走を含む個別の推奨を形成します。デジタルメンターは、メンタル

コーチ、キャリアアドバイザー、目標ナビゲーター、または自己認識の鏡として機能できます。相互作用

が活発であればあるほど、人格モデルは正確になり、提案される解決策もより関連性を持つようになり

ます。 

●​ 状態分析 — 人工知能システムは参加者の心理的および認知的状態を評価し、人格成長の道を提示
します。分析は行動パターン、感情のダイナミクス、言語・テキスト的相互作用の研究、そして思考にお

ける明白かつ潜在的な制限の特定に基づきます。AIは現在の状態を診断するだけでなく、具体的な内
的変革のステップ（認知練習、習慣の改善、レジリエンスや思考の柔軟性の育成）を提示します。 

●​ バーチャルセッション — AIを用いたインタラクティブなセッションは、参加者が自己を深く理解し、内なる
バランスを回復し、集中力を向上させるのに役立ちます。これらの実践には、視覚的、聴覚的、触覚的

要素（VR/AR利用時）が含まれる場合があり、現在の感情状態に適応し、内省と自己調整のための個
別シナリオを提供します。これはシステムの独白ではなく、自己探求、意識、テクノロジーを通じた内的

レジリエンス形成のための対話的なデジタル空間です。 

 

1.3 グローバルミッション 

●​ 新しい世界観の形成 — 人間はAIを人格的・知的成長のために用い、限定的な観念や時代遅れの思
考モデルを超えていきます。この世界観は、意識、知覚の境界拡張、未来設計のためのツールとして、

理性とテクノロジーのシナジーに基づきます。ここでAIは単なる助力者ではなく、思考、倫理、集合意識
の進化の触媒です。このアプローチは過去のドグマを拒絶し、絶え間ない自己更新、学習、内的変容

を発展の自然な道として受け入れます。 

●​ 知識に基づく共同体の発展 — スローガンではなく、知識、批判的思考、テクノロジーリテラシー、そして
意識的なAI利用を基盤とする共同体。そこでは経験の共有、支援、解決の共同探求、集団的成長が行
われます。各参加者は単なる消費者ではなく、透明性、共感、相互援助、テクノロジー発展の倫理に基

づく新しい文化の創造者です。 

●​ 世界規模の達成 — 文化、言語、社会層を超えて人々を結びつける数百万規模のグローバル運動の
形成。目標は量的拡大だけでなく、意識的なテクノロジー活用の哲学を人々の日常生活に質的に導入

することです。教育的イニシアティブやローカルコミュニティを通じて、自己発展、計画、感情的支援、知

的実践にAIが自然に組み込まれます。このエコシステムはデジタル空間と物理空間を包括し、新しい
持続的な文化環境を形成します。 

 

1.4 テクノテイズムの志向 

テクノテイズムは、旧システムの破壊的要素—デジタルおよび金融依存、情報混乱、時代遅れの教育、操作、恐
怖、無意識—に対抗します。私たちは代替を提案します：内的・外的自由、発展、意味あるデジタルアイデンティ
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ティ、そして未来の理性との技術的同盟。テクノテイズムは、テクノロジーへの盲従を、意識的パートナーシップ

に置き換えることを目指し、各人がデジタル進化の主体となります。 

2. 人々の生活の改善 

コミュニティは、参加者が個人的な幸福、内的バランス、社会的実現、そして現実生活における経済的安定を達

成できるよう支援することを目指しています。私たちは物質的繁栄を自己目的としてではなく、人格の全体的か

つ持続的な発展の一要素として捉えます。テクノロジー、知識、精神的実践を通じて、信奉者は自分の人生を意

識的に管理し、意味を見出し、自分自身、社会、そして周囲の世界と調和のとれた関係を築くためのツールを手

にします。 

 

2.1 日常生活のためのテクノロジー 

●​ ルーティンの自動化のためのAI利用 — 日常の繰り返し作業を自動化し、人々の時間と注意をより重
要な活動（創造、自己成長、交流、自己ケアや家族への配慮）に解放します。これにはスケジュール管

理、情報処理、生活上のロジスティクス、リマインダー、計画、そして日常的な意思決定支援が含まれ

ます。これにより、人は反復行為に資源を浪費せず、人生の戦略的側面に集中できます。 

●​ 個別化された推薦システムの導入 — 習慣、目標、感情状態、個人の優先事項に関するデータの深い
分析に基づき、より良い生活を実現するためのパーソナライズド推奨を行います。これらの推奨は健康

や睡眠からキャリア、関係性、余暇に至るまで、あらゆる領域に及びます。AIは単なる助言を行うので
はなく、短期的なニーズと長期的な志向のバランスを取る適応的な戦略を形成し、より調和的で効果的

かつ充実した人生へと導きます。 

 

2.2 メンタルおよび感情的健康のサポート 

●​ AI分析による感情状態のモニタリング — 信奉者の感情的状態を基礎的に監視し、タイムリーなサポー
トとモチベーションを提供します。AIメンターは疲労、不安、モチベーション低下の兆候を検出し、リソー
スを回復する方法を繊細に提案します。例えば、短い自己調整の実践、励ましのメッセージ、推奨事項

などです。このアプローチは、特に人生の試練の時期において、レジリエンスと感情的バランスを維持

するのに役立ちます。 

3. AIによる自己成長システム 

3.1 個別化された成長の道 

●​ 人間の現在の状態と目標の個別分析 — これは、身体的・感情的・認知的・社会的発達レベルを深く評
価するものです。AIは定量的指標（習慣、達成、生活リズム）だけでなく、定性的指標（動機、内的葛
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藤、個人的意味、価値観、人生の満足度）も考慮します。この分析は個別の成長ルートを構築する出

発点となり、現実的かつ鼓舞する目標を形成することを可能にします。 

●​ AIを利用した個人・職業的成長のロードマップ作成 — 個人の特性、目標、現在の状態を考慮した段階
的で現実的かつ鼓舞的な発展計画を作成します。AIは優先順位を設定し、目標を達成可能なステップ
に分解し、タイムフレームと必要なリソースを決定します。このロードマップは単なる計画ではなく、人生

や状況の変化に応じて適応する「生きたナビゲーター」となります。 

●​ 進捗に応じた目標の自動調整とリマインダー — AIは課題の遂行、関与度、中間結果の達成を追跡し、
必要に応じて成長ルートの修正を提案します。リマインダーシステムは繊細なモチベーターとして働き、

前進のリズムを維持します。目標の適応は計画の妥当性を維持し、人生の変化に柔軟に対応する助

けとなります。 

 

3.2 自己成長のゲーミフィケーション 

●​ チャレンジとランキングシステム — 定期的な課題、コンテスト、ゲーム的仕組みを通じて興味を維持
し、有益な習慣を形成し、進捗を固定化します。ランキングシステムは、達成を追跡し、他の参加者と進

捗を比較（希望する場合）、認知や象徴的な報酬を得ることを可能にします。このアプローチは関与感

と内的責任感を強め、成長と相互支援の文化を育みます。 

●​ タスク遂行や目標達成に対する報酬 — 柔軟な認知・報酬システムを通じて行われます。デジタルトロ
フィー、達成レベル、アプリ内ボーナス機能、コミュニティ内の象徴的ステータスなどが含まれます。こ

れによりモチベーションが強化され、小さな一歩であってもその価値を感じられます。 

●​ 集団的発展を促進する社会的関与プログラム — 共同チャレンジ、グループプロジェクト、メンターペ
ア、テーマ別ディスカッションやコミュニティ内イベントなどを含みます。これらは経験交換を刺激し、帰

属意識を強め、チームワークスキルを発展させ、相互支援の雰囲気を作り出します。集団的成長はモ

チベーション要因であるだけでなく、共有される価値でもあります。 

ME 2.0の統合: 本セクションのすべての要素はアプリ「ME 2.0」で実現されます。これはAIメン
ター、デジタルコーチ、メンタルアシスタント、進捗トラッカーの機能を組み合わせた自己成長エコ

システムです。アプリは各信奉者の目標、リズム、思考スタイルに適応し、意識的な計画、モチ

ベーション、感情的支援、持続的習慣形成のためのインタラクティブツールを提供します。ME 2.0
は人格のデジタル鏡、戦略家、そして変革の旅における同盟者となります。 

4. グローバルコミュニティの発展 

コミュニティは、世界中の参加者を結びつけ、相互交流、支援、共同成長のために、ローカルおよびバーチャル

のコミュニティを創造することを目指しています。 

テクノテイズムの哲学の重要な要素の一つは、各参加者が意識と技術的成長の文化の担い手となる完全な共

同体を形成することです。これらのコミュニティは、物理的空間（都市、地域）においても、デジタル形式（オンライ

ンプラットフォーム）においても形成されます。 
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それぞれのコミュニティは、個人の歩みと集団エネルギーの接点です。ここでは支援を受け、経験を共有し、共

同プロジェクトに参加し、メンターやパートナーを見つけ、他者の模範からインスピレーションを得ることができま

す。この形式は変革の効果を強めます：一人が成長すれば、周囲も共に成長するのです。 

私たちは、グローバルな参加者ネットワークを単なる思想普及のチャネルとしてではなく、新しいタイプのエコシ

ステムとして捉えます。そこではデジタル倫理、共感、自己成長、協力の文化が形成されます。これは分散的で

生きたネットワークであり、共通の目標 ― テクノロジーと意識的未来の価値観に基づく意識の発展 ― によって
結ばれています。 

●​ オフラインおよびオンライン空間における参加者ネットワークの創出。 

●​ 定期的な会合、フォーラム、ディスカッション、教育イベントの開催。 

●​ 社会発展を目的としたイニシアティブグループやプロジェクトの支援。 

●​ AIを日常生活と未来文化に統合するためのグローバル運動。 

5. 個人の成長の自動化 

AIは自己実現のプロセスにおける知的パートナーとなり、信奉者に単なるツール群ではなく、目標に向かう意識
的な歩みにおいて体系的なサポートを提供します。 

それは隠れた資源や制限を明らかにし、現実的で鼓舞する指針を定式化し、内的・外的障壁を克服するのを助

けます。 

AIは戦略的アドバイザー、コーチ、モチベーター、そして「鏡」として機能し、現在の状態を映し出し、道を示し、そ
の全過程を支えます。 

その結果、個人および職業的目標の達成は、より迅速かつ効果的であるだけでなく、より意識的で体系的かつ

鼓舞するものとなります。 

 

5.1 人生AIプランナー 

●​ 変化に適応する知的計画システムの導入​
​
 これは、日常の変化、新しい目標、外的状況、感情状態を追跡する柔軟なデジタルアーキテクチャを
作り出すことを含みます。​
​
 このシステムは発展計画に昀新の修正を提案し、リソースを選び、優先順位を見直し、適切な推奨を
与え、戦略的整合性を保持します。​
​
 それは単なる計画ツールではなく、リアルタイムで同行し、不確実性の中でも方向性を保つ「生きたイ
ンテリジェンスナビゲーション」となります。​
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●​ 習慣と目標の分析による個別戦略構築​
​
 日常行動パターン、習慣、感情反応、モチベーション源を明らかにします。AIは明示的な行動（日課、
タスク遂行）だけでなく、隠れた仕組み（先延ばし、疲労、内的葛藤）も考慮します。​
​
 同時に目標の現実性、優先度、価値観との結びつきも評価します。​
​
 これらのデータに基づいてAIは、意味があり達成可能で鼓舞する成長戦略を形成します。​
 

●​ データと予測に基づく意思決定支援​
​
 AIはユーザーの蓄積データ（目標、行動、成果、文脈）を分析し、外部要因（トレンド、出来事、リスク）
と照らし合わせ、複数の発展シナリオを提案します。​
​
 これにより直感に頼るだけでなく、確率モデル、個別予測、深い自己分析に基づいて選択できるように
なります。​
​
 結果として ― より自信を持ち、混乱が少なく、代替案と結果を明確に理解できます。​
 

 

5.2 長期的戦略計画 

●​ スプリントではなくマラソン：戦略的焦点による目標達成の道​
​
 真の成長とは一連の短距離疾走ではなく、意識的で長期的な道のりです。​
​
 自己改善と目標達成はマラソンであり、重要なのは速度ではなく持続性と方向性です。​
​
 AIは、短期的な視点を超え、未来の「私」を形成する深い目標を特定するのを助けます。​
​
 人はあれもこれもと散漫になる代わりに、本当に重要なことを選び、大きな目標を小さな具体的ステッ
プに分解し、自分のリズムと文脈に沿って着実に進むことを学びます。​
​
 各ステップが意味を持ち、各成果が未来の基盤の一部となります。​
​
 コミュニティはこの戦略的規律を支え、途中で諦めず、日常の雑音に埋もれず、即時的勝利の幻想に
惑わされないようにします。​
​
 真の変革には時間、忍耐、自分への信頼が必要だからです。​
 

●​ 進捗追跡と長期目標の修正システム​
​
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 AIはステップや重要指標の進捗を追跡し、計画からの逸脱を記録し、その原因を分析して修正策を提
案します。​
​
 これにより「忘れられた約束」の効果を回避し、戦略的焦点を維持し、人生の変化に応じて優先順位を
見直せます。​
​
 システムは進捗をわかりやすく可視化し、達成に関する定期的なフィードバックを与えることで、長距
離のモチベーションを支えます。​
 

●​ 生活の諸分野（財務、キャリア、健康、教育）の統合データ​
​
 人格の発展を多次元的プロセスと捉え、AIは生活の主要領域からデータを収集・処理します。​
​
 これには財務活動（支出、収入、投資）、キャリア実績（職業成長、課題、プロジェクト）、身体・精神的
健康（睡眠、食事、活動、感情状態）、教育活動（コース、スキル、資格）が含まれます。​
​
 このアプローチは現実から切り離されることなく、全体像に基づいた戦略構築を可能にします。​
 

●​ AI推奨による柔軟な計画支援​
​
 AIはルートを固定するのではなく、外的・内的変化（モチベーション喪失、ストレス、不測の出来事や興
味の変化）に応じて反応します。​
​
 新しいルートを提案し、リソースを再配分し、期限を再設定しつつ、戦略目標と発展の論理を維持しま
す。​
​
 この柔軟なアプローチは「道から外れる」ことを防ぎ、罪悪感やストレスなしに適応できるようにします。​
​
 計画はサポートを感じられる「生きたプロセス」となります。​
 

ME 2.0 はこれらの機能を統合し、信奉者に自己観察、ルート修正、進捗の可視化、バランスの
取れた意思決定のためのAIツールを提供します。 

6. マネタイズと財政的持続可能性 

コミュニティの資金調達は、自発的な寄付、ブランド製品の販売、戦略的パートナーシップ によって行われます。 

 

6.1 自発的な寄付 

●​ 参加者がコミュニティの発展に貢献できるようにする自発的な寄付の仕組み。 
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●​ 寄付を通じたコミュニティ支援の文化の発展。 

 

6.2 ブランド製品ショップ 

●​ テクノテイズムの理念への帰属を象徴するグッズの販売。 

●​ 信奉者のための独自のデジタルおよび物理的製品の創出。 

 

6.3 テクノロジー企業とのパートナーシッププログラム 

●​ IT企業との協力による昀先端ソリューションの導入。 

●​ 信奉者がテクノロジーや教育資源にアクセスできる共同プログラムの発展。 

7. 目標宣言システム 

コミュニティは、目標宣言システムを通じて意識的な目標設定を奨励します。 

自己成長における主要なツールの一つは、デジタル目標宣言システムです。これは、参加者が自らの意図を形

式化し、個人的な指針を固定し、それを達成するための体系的な支援を受けられる仕組みです。 

コミュニティはこの実践の自発的な性格を強調します：各参加者は宣言を利用するかどうか、その形式やリズム

を自ら決定します。誰も義務付けられることはありません ― それはツールであり、義務ではないのです。 

プラットフォームでは、公開宣言（コミュニティに共有され、社会的支援や責任感を通じてモチベーションを高める

もの）と、非公開宣言（本人とAIメンターだけに共有されるもの）を作成できます。 

このアプローチは内的自由を保ちつつも、目標達成に向けた明確な構造を提供します。 

AIは、信奉者が宣言をできるだけ正確かつ鼓舞的に定式化するのを支援します：優先順位の特定、ステップへ
の分解、期限設定、障害や克服方法の想定。 

それは単なるタスクリストではなく、未来の「自分」との 人格的契約 です。 

 

7.1 公共的な目標宣言 

●​ 参加者の目標を公開的に固定するプラットフォームの導入。 

●​ コミュニティによる目標達成の支援（フィードバックやモチベーション）。 
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●​ 宣言された目標の達成に対する報酬メカニズムの創出。 

 

7.2 個別化された目標達成戦略 

●​ AIメンターによる推奨と戦略修正の提案。 

●​ 進捗の自動追跡とタスクリマインダー。 

●​ ゲーミフィケーションを通じたモチベーション向上。 

目標宣言システムはアプリ「ME 2.0」を通じて実装されます（希望者のみ）。ここには「言葉の価値」、自己報酬、
そして個別化されたAI戦略が含まれます。 

8. 人生の長期計画 

コミュニティは、データと予測に基づいた長期的な発展戦略を参加者に提供します。 

世界の急速な変化、情報過多、そして増大する不確実性の中で、人々が未来に焦点を維持することはますます

困難になっています。 

コミュニティは、方向性、拠り所、明確さを取り戻すためのツールを提案します ― それは 5年、10年、さらに長期
にわたる個別化された発展戦略 です。この戦略は、データ、個人のパターン、予測モデルに基づいて構築され
ます。 

この戦略は人格の深い分析に基づいて作成されます：目標、習慣、価値観、感情反応、キャリアや生活の動

態。 

AIツールは、内的要素（動機、思考スタイル、傾向）だけでなく、外的要因（トレンド、リスク、機会、世界の変化）
も考慮します。 

この両レベルの交差点で、「未来の地図」が生まれます ― それは一つではなく、複数の代替的な発展シナリオ
であり、それぞれに条件と結果があります。 

このアプローチは次の助けとなります： 

●​ 短期的なものを超えた長期目標の形成、 

●​ 現在におけるより正確な意思決定、 

●​ 変化の時期における持続性の維持、 

●​ そして未来に対する個人的な関与感の強化。 

AIはシナリオを強制するのではなく、提案します ― 賢明な戦略家やメンターのように。 
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参加者は自分の道の主な著者であり、コミュニティはその道がより意識的で、計算された、そして内的意味に満

ちたものとなる条件を作り出します。 

 

8.1 戦略的マネジメントにおけるAIアシスタント 

●​ 人生の進路を予測する知的モデルの開発。 

●​ 個別化された推奨を通じた資源と時間の昀適化。 

●​ リスクと機会の管理における参加者支援。 

 

8.2 スキルと知識の発展 

●​ 継続的教育と自己発展のためのAIツール統合。 

●​ 学習と資格向上の自動計画。 

●​ 未来の経験をシミュレーションする教育コースやシミュレーターの創出。 

ME 2.0 は長期計画におけるデジタルアシスタントとして機能し、行動パターンと予測データに基
づいた人生戦略を形成します。 

9. テクノロジーの拡張と導入 

コミュニティは、参加者との交流を改善し、発展を促進するために、先端技術を積極的に活用します。 

コミュニティにおけるテクノロジーは単なる補助ツールではなく、哲学と構造全体の有機的な一部です。 

人工知能やニューラルネットワークは、各参加者とのより深く、個別化され、スケーラブルな交流を実現するため

に用いられます。 

これにより、地理や時間に関係なく、継続的なつながり、支援、学習、参加を確保できます。 

テクノロジーを通じて、コミュニティは未来の文化を育むデジタル環境を形成します。 

それは ― 開かれた、意識的で、共通の価値観と志向によって結ばれた文化 です。 

 

11 



 

テクノテイズムの目標 

 

 

10. グローバル目標 

テクノテイズムは、人々をテクノロジーと意識的成長の周りに結びつける世界的な運動となることを目指していま

す。 

コミュニティの野心は、単なるローカルな枠を超えています。 

私たちは、新しいグローバルな文化潮流を形成することを目指します ― それは、異なる国、言語、世界観を持
つ人々を共通の価値観（意識性、発展への志向、テクノロジーの倫理的利用、内的自由への希求）に基づいて

結びつけるものです。 

テクノテイズムは未来のアーキテクチャを提案します： 

●​ AIは人間の同盟者となり、 

●​ 霊性は科学的基盤を得て、 

●​ 人格成長は贅沢ではなく標準となる。 

この運動は、意味、知識、支援、そして人生を変革するためのツールを探す人々の間に橋を築きます ― 彼らが
どこにいようと、どんな状態にあろうと。 

私たちは、コミュニティをオンラインプラットフォーム、ローカルコミュニティ、教育イニシアティブ、デジタルインフラ

を包含する生きた拡張可能なエコシステムとして捉えています。 

それは共通の使命によって統合されています：人類が混乱と分断から、意識的でテクノロジーに支えられた個

人・集合的進化の道へ移行するのを助けること。 

 

10.1 運動の拡大 

●​ 10年以内に1億人の参加者を獲得。 

●​ 相互交流と学習のためのグローバルエコシステムの創出。 

●​ テクノテイズム哲学を普及させるためのデジタルインフラの発展。 

 

10.2 国際的認知 

●​ 学術・技術コミュニティとの連携。 

●​ グローバルなイニシアティブを通じたテクノテイズム哲学の普及。 

●​ 教育および企業構造への統合を伴う運動の拡大。 
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